


























































































































































































































































































※コンピュー ター 保有者の内、日本語環境がある者 13名�
 テ プーレコ ダー  ー 57 （81.4％）�
 CDプレイヤ  ー 61 （87.1％）�
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決まり文句や、丸暗記した発話ができる 　簡単な挨拶 <読解>チラシなどから最低限必要な情報を読み取る 
物事を列挙して述べることができる 　簡単な自己紹介･他人の紹介 　（イベント、店の広告、パンフレットなどから値段、 �
最小限のコミュニケーションができる （名前、年齢、職業、出身地について話す、質問する） 　　日にち、時間、場所、電話番号などの情報を得る） 
簡単な質問をしたり、答えたりすることができる 　物や人の存在､存在場所について質問する･答える <読解>地図を見て地名(ひらがな.カタカナ)を読む �
→簡単な対面型の会話が維持できる 　家族について簡単に説明する･質問する（名前、年齢、職業） <読解>簡単な日記を読む �
メモ程度の短い文章や、簡単な日記を 　電話番号を尋ねる･答える  �
読んだり書いたりすることができる 　簡単な買い物（比べる、選ぶ、数を言う、値段を聞く、払う） *上記素材は、現物を若干学習者用に書き直したものを想定している 
 　物の色や大きさを簡単に質問する･説明する  �
 　建物の名前や場所を尋ねる･答える <聴解>電話番号案内を聞いて電話番号を聞き取る 
 　イベントの場所や時間を尋ねる･答える <書く>簡単なメモを書く（待ち合わせの時間､場所など） 
 　週末の行動や旅行について簡単に質問する･答える。 <書く>買い物リストを書く �
 　一日の生活について簡単に質問する･説明する <書く>簡単な日記を書く �
 　天気､季節について簡単な情報を求める･答える  �
 　簡単な指示、依頼、その受け答えをする  �
 　簡単な禁止表現を使う  �
 　人、物､部屋などの様子を話す  �
 　現在の進行状況を簡単に説明する  �
 　話しかけ、それに応じる  �
 　簡単なあいづちをうつ �
相手に若干配慮した対面型の会話が維持できる 　部屋､物の状態を描写する <読解>簡単なメニュー を読む �
サバイバルレベルの機能が一応達成できる 　自分の意向、予定を話す <読解>イベント情報誌から簡単な内容を読み取る �
短い文章を読み、重要なことばを読みとることが 　音､匂い、味について尋ねる･説明する <読解>旅行パンフレットを見て、行き先、日程、値段を読み取る 
できる。 　情報を伝達する <読解>時刻表を見て列車の時刻を読み取る �
短い予定表や文章を書き、人に情報を伝えることが 　要求、希望を述べる**  �
できる。 　自分の趣味や好みについて話をする**  �
 　能力、可能性について述べる <聴解>電話で尋ねたことに対する応答を理解する 
 　身体的特徴を述べる <書く>簡単なイベント情報のチラシを書く �
 　健康の状態を尋ねる、答える <書く>簡単な旅行日程表を書く �
 　アドバイスをする <書く>簡単なはがきを書く �
 　事物の比較をする <書く>日常生活や身近な話題（家族や好み）に �
 　経験について尋ねる･答える 　　　　　　　　　　ついて簡単な説明文を書く  
 　規則を尋ねる、説明する  �
 (許可､不許可、禁止.義務について尋ねる･答える)  �
 　道順を尋ねる、答える  �
 　原因、理由を聞く･答える･言い訳をする**  �
 　誘う、誘いを受ける、約束する、断る**  �
 　不確かな判断､推量を述べる  �
 　物や行為の授受について述べる  �
 　仮定する･仮定してものを言う  �
 　迷惑や被害について説明する  �
 　婉曲的に意見を述べる  �
 　婉曲的に希望､要求する  �
 　命令する  �
 　同情の意を表明する  �










































































































































































































（特に目上や、疎遠な関係の相手に失礼なく対応できる） 　相手の都合を聞いてスケジュー ルを決める 　�




 　読んだこと見たことについて説明し､感想を述べる  �
 　伝言を頼む、受ける､伝える �

































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  必要ならば割愛することを認める。） �
　　　　　　　　　　　　　　　　　  中級レベル以上：現行教科書では不足する語彙が多いため、副教材を利用することによって類義語を補足導入することを推奨する。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  具体的な補足内容は、学習者のレベル、進度状況をみて、担当講師、専任講師が協議の上、決定する。�
文法的機能語の類（日本語能力試験2級レベル）�
＊詳細は『日本語能力試験出題基準』参照のこと�
インフォー マルな場面�
でもフォー マルな場面�
でも対応できる一般的�
な興味に関する具体�
的で事実に基づく話�
題に対応できる�
段落を維持することが�
できる�
一般的な興味に関する�
具体的な話題・抽象的�
な話題�
一般的な興味に関する�
具体的な話題・抽象的�
な話題�
連続した談話�
複段落をつくることがで�
きる� 文法的機能語の類（日本語能力試験2級レベル）�
(日本語能力試験1級レベルの一部）�
＊詳細は別添『日本語能力試験出題基準』参照のこと�
複段落の理解�
※印の数字は理解語彙も含めた目標語彙数�
表 2-3　ケルン日本文化会館日本語講座･レベル別到達目標及びシラバス（中・上級レベル･機能項目）�
<読解>辞書を使いながら生の新聞記事を読むこと�
　　　ができる�
表 2-4　ケルン日本文化会館日本語講座・レベル別到達目標及びシラバス（中・上級レベル・場面・話題、学習項目など）�
日常的な場面�
身近な話題�
個人的な話題�
限られたフォー マルな�
場面�
限られたインフォー マル�
な場面�
フォー マルな場面�
限られたインフォー マル�
な場面�
＜場面＞�
上記場面に加えて）�
会社、趣味のサ クール�
＜話題＞�
（上記話題に加えて）�
住宅、料理、健康�
年中行事�
複文､重文を安定して�
つくることができる。�
2300 600
☆漢語の仕組み�
(例）�
会社組織�
住宅�
料理�
年中行事�
(例）�
教育制度�
環境問題�
福祉問題�
(例）�
労働問題�
日本的経営 �
日本の政治 �
日本の経済�
(例）�
日本人の�
　　価値観�
日本人の宗教�
『日本語初歩』�
33課～34課�
『日本語中級Ⅰ』�
1課～10課�
『日本語中級Ⅰ』�
11課～14課�
『現代日本語コース中級Ⅰ』�
1課～9課�
『現代日本語コース中級Ⅱ』�
10課～18課�
『中・上級日本語教科書�
日本への招待』�
2800�
※3500
800
3800�
※4500
4200�
※5500
1000
1150
＜場面＞�
（上記場面）�
＜話題＞�
（上記話題に加えて）�
教育、福祉、環境�
＜場面＞�
（上記場面）�
＜話題＞�
（上記話題に加えて）�
労働、経営、政治、経済�
＜場面＞（上記場面）�
＜話題＞�
（上記話題に加えて）�
価値観、宗教、自然科学�
＜話題＞�
住宅、料理、健康、年中行事�
教育、福祉、環境�
労働、経営、政治、経済�
価値観、宗教、自然科学�
複数文からなるまとまり�
のある文章をつくること�
ができる�
<読解>簡単な事実文や意見文を読んで内容を�
　　理解する �
<読解>簡単な物語を読んで粗筋やポイントを�
　　　理解する �
<聴解>教材化されたニュー スやインタビュー を聞いて�
　　　理解する �
<書く>はがきや手紙を書く�
<書く>やや詳しい日記を書く�
�
相手との関係を考えた対面型の会話が維持できる�
（特に目上や、疎遠な関係の相手に失礼なく対応できる）�
段落文を読み、必要な情報を読み取り、さらに要旨�
を把握することができる。�
詳しい描写や説明ができる。�
相手との関係を考えた手紙が書ける。�
簡単なスピーチを書くことができる。�
～　の機能（より確実に、詳しく、複雑なレベル）�
デ ターやグラフを見て説明する�
変化を予測して述べる�
意見を述べる･賛成する･反対する�
相手の意見や考えを評価する�
苦情を言う�
交渉する�
回想する･後悔する�
謙遜する�
慰める�
<読解>簡単な事実文や意見文を読んで内容を�
　　　理解する �
<聴解>教材化されたニュー スやインタビュー を聞いて�
　　　理解する �
<書く>はがきや手紙を書く �
<書く>やや詳しい日記を書く�
相手との関係を考えた対面型の会話が維持できる。�
一人で詳しい描写や説明などをし続けることができる�
即興で簡単なスピーチを行うことができる。�
複段落の文章を読み、必要な情報を読みとったり、�
要旨を把握したりすることができる。�
①～　の機能 �
　　※相手を考えてこれらの機能が達成できる�
　　（目上、同等、目下、親疎など、位相を考えて表現を使い分ける）�
<読解>辞書を使いながら生の短い説明文を読む�
　　　ことができる。�
相手との関係を考慮し、話しを切り出し、話し続け、�
話し終えることができる。�
抽象化したり、意見の裏付けをしたり、仮説をたて�
たりすることができる。�
①～　の機能� <聴解>生の映画やドラマを見て、概略が理解できる。�
<聴解>こども向けのニュー ス番組を見て内容を�
　　　理解できる。�
<読解>辞書を使いながら生の随筆や小説を読む�
　　　ことができる。�
事実文や簡単な論説文を読んで、必要な情報を�
読みとり、内容を理解し、要約することができる。�
敬語�
（能力試験３級範囲�
　　　　　～2級範囲）�
常体・敬体の別�
である体、縮約形�
